
い，後者を概算統計 と 呼んてeおり， 1;走者に属するものが運輸状

況報告および国鉄概況月 ・ 年報である。

4 作成分担

是正輸統計 を作成する基縫資料の大部分は，19-以|王のような引

業険闘において作成した業務報告や統計 報告類によることはïìíJ

述のとおりであるが， この資料を収集して統計の計算を行 うの

は，各鉄道管理局の統計事務担当館iïfrであって， 本社経理局平時

査統計部!がこれを総合する地方分査制度によるものと* 主主~

貨物統計のように地方鉄道管理局の統計事務担当箇所で， 来材

のみを作成(貨物通知書から所定の用紙に訳名 ・ 品名 ・ ト γ数 ・

五mなどを抜すいする こと をいう)して本社若手査統計課に送付

し，阿部~でこれを取り まとめる中央集査制度によるものとに区

別されている。

地方鉄道管理局と本社間における統計業務は也、援な述けい全

保ち ， P:J ~~iな事務の遂行をはからなければならない。したがっ

て一巡の事務分担が必要となってくるので， この統計 体系を列

車や111筒の運行された作業i立を主体として計算を行う箇所，愉

送された数量の計算担当箇所およびこれに伴なう収入計算箇所

に荊11別して統計業務を行っているのである。

5 宮 IP一方法

運輸統計 の計算項目は国鉄の級官lする鉄道・ 紛紛および自動

111の各巡輸幅員i鋪別とし，その中を旅答 ・ 荷物および貨物の巡送

形態別にして ， さらに列車キロや旅客車キロ ・ 貨物事キロおよ

び自動車キロのような輸送力を示すものと， 輸送人員 ・ 人キロ

および輸送 ト ン数 ・ ト γ キロのような運輸訟の関係ならびにこ

れに付随する巡11や料金の収入院l係に大別して統計を行うので

あって，その計算細目はつぎの各項のとおりである。この輸送

力すなわち作業主t . 運輸琵 ・ 巡i主計算上に必要である駅間の岱'

業キロについては， 鉄道公報にもとづいて，鉄道 ・ 鉛舶 . I~I if!1J 

JI1の各巡輸機関別に旅客と貨物に区分して計J):するのである。

川輸送力の統計

ア基礎資料

列車キ ロ 計算の資料と しては列車五Ií伝時刻表 ・ 車両解結JIi1t~

報告または貨車解結遜知書 ・ fE車運転手ロ基本表および日 ・ 月

報 ・ 列車運転奥動報告 ・ 構外巡転列車月報 ・ 気動車関係の報告

瀕などを主主Eなものとしている。

車両キロの計算には，旅客列車編成ならびに答率巡周表 ・ 客

"11.iill m yil !ItlJ報告 ・ 電車運転キロ基本表および日・月報 ・ 気動車

関係の報告類・ 111両解結IF-等:報告または貨"li解結通知書 ・ 総タト

運転列車月報 ・ 本社契約郵便物締切貨車輸送羽信 ・貨物通告Ilí!r ・

駅勢報告 ・ 鉄道管政局報およひ.国鉄自 1ll)j ll工作業成絞月報などを

必要とするのである。

イ計 ~Î:区分

場列車キロについては普通旅客列車 ・ 電車 ・ 気動車 ・ 荷物1b:

"11 ・ 貨物列車およひ=1見合列車日IJ とし ， さらに混合列車を旅客と

貨物の各列車に換算するのである。

本 車両キロは普通客車 ・ 気動車 ・ 也事 ・ 荷物1!( ・ 貨車および

自 動車キ ロに荊11分し，さらにおのおの獄事 ・ 空事別に判明する

ようになっている。

ウ 計 J?:Jjの続安

列車キ ロは旅客 ・ 貨物 ・ 混合列車日IJに運行した列車の回数に，

その走行距離を乗じて計算する ものであ り ， なお旅客列車キ ロ

は動力滋|誕I }]IJに も~' i盈 ・ 電車 ・ 気動車別に区分し，混合列車キ ロ

は旅客 ・ 貨物の換算車両キロ を;M;俊とした分割比率によ って旅

客 ・ 貨物に振り 分けを行い，汗rIT.列車キロ を言十.f):し ている。

つぎに車両キロ は客車(一般客ïjï.と急行 ・ 寝台 ・ 特別IJ 2 害事事

うんゆとうけ

に区分している) ・ 組事 ・ 気動車お よび:l:'{1115)IJにその各等級別・

放別の車両数に各巡行キ ロ を乗じて青I~草し，郵便事については

貸切事の 1 日単位の契約事キロに月間巡行 日 数を梁じた111キ ロ

を計算するのである。自動車キロ は旅客 ・ 貨物別に国鉄自助手

作業成総月報にもとづいて計算している。

なお無J't般のものに対しても，旅客列車キロ ・ 貨物列車キロ

および客車 . :l'( 111 キ ロ の計算を ， 自1J各項有民放に準じて行うの

である。

(2) 輸送量の統計

ア基礎資料

鉄道の旅客については旅客15:月報 ・ 補充券数iù:.illi氏表 wn

j重 ) . SH本来事券 ・ j吃切乗車券 ・ j li!有利i充券 ・ 特殊布Iì充券およ

び各組旅客運賃割引語Eなどをおもな基礎資料と し ， 荷物につい

ては駅勢報告または巡粉状況報告およびilli紛巡紛手小荷物切'J~

などに よ り ，貨物は有 r~( ・ 無í'i:の各貨物通知l往 ・ 駅聖書報告また

は主II捕状況報告および車両解結J I1等;報告などを使間するのであ

る。

船納については船舶答荷取扱報告 ・ 航路輸送数量月 報 ・ 航路

輸送数量延キロおよび収入月報などによっている。

自illJfllIについては図飲自動車巡紛成絞月報を基礎として旅客

荷物および貨物の輸送金計算をするのである。

イ 計算区分

旅客については定期外 (定矧旅客以外の旅客すなわち営通の

采車券を買って汽111 ・ 也事 ・ 船舶および自動車に来 っ た人) ・ 定

期iJ (定期券を購入した人)別の等級別(l ・ 2 ・ 3 等見1]) とし ， 荷物

については手荷物 ・ 小荷物 ・ 特別扱新聞紙向雑誌などの発送お

よび到着個数別に，また託送郵便物は発送1凶数のみとし，貨物

については宅扱 ・ 小口扱およひ.事故などの扱別と している。こ

れらの旅客 ・荷物および貨物はいずれも鉄道は 27 鉄道管理局別

こ ， 紛納は航路所管局 5) IJに ， 自 動車は 9 地方自 ífOJ11ï事務所別に

各細分している。

ウ 計算の概要

旅客人員および貨物トン数の計算は， 旅客の来事 ・ l玲111人口，

貨物の発送 ・ 到着ト γ数を始め輸送人員ならびに紛送トン数を

昔I. tì守する 。

この輸送人員および輸送ト γ数は国鉄線によって輸送された

人民やトン数を計算するのであるが， 国鉄線各)!}xで]反依 った乗

車券の発売(乗車)人口や貨物通知í!fによる発送トン数のみでは

国鉄線輸送の総数とはいえないので，これにiili総社線の取扱い

で国鉄へ連絡する乗車券や貨物i亘書n舎による旅客人民や貨物ト

γ数を加算すること によって，国鉄総紛送数が計算されるので

ある。

これで輸送された人員や ト γ数は，すべて計算されるが，旅

客や貨物がどの くらいの距離を輸送されたかを知るためには，

前項の輸送人員または輸送ト γ数に輸送æê縦を衆じて人キロま

たは ト ソキ ロ を計算するのである。 この計 算を行う ために各鉄

道管沼!局の統計担当初iにおいては， 前ア項の五H.1I資料から発諸

島問IJの数量 を取 りまとめて ， 鉄道旅客発五普通過人民人キロ 表な

らびに鉄道貨物発着通過ト Y数トンキロ表(これを発着表と呼

んでレる)に局別・ 大線 ・ 細線別の駅別に ， iili絡のも のについ

ては社線嬢続駅別 とし，さ らに上り ・ 下りの方向別に集約し，

各駅発着人員 ・ トソ数ならびに駅間通過人民 ・ トン数の計算を

行い，こ の ìi!i i品数盆に駅間のキロ程を予定じて人キロまたはト γ

キロ を算定するのである。

定期旅客については定期券のìi!i周期間 ( 1 ・ 3 ・ 6箇月の区別をい

う)別に ， 発売月以降の有効期間中の人員および人キロ を各月
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